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2011 年 9 月 22 日（木）、早稲田大学所沢キャンパス

100 号館にて、「第 92 回スポーツサイエンス研究会」

が開催された。National Taiwan Normal University

（台湾師範大学）より Heng-Ju Lee 助理教授をお迎え

し、「Biomechanical and Neuroscientific Analysis of 

the Control of Human Locomotion and Posture」という

テーマでご講演頂いた。Lee 先生は、歩行やジャン

プの着地に関するバイオメカニクス的研究をされてい

る第一線の研究者である。また National Taiwan 

Normal University の野球部監督、アスレチックトレー

ナーとして、スポーツ現場でもご活躍されている。プ

ロ野球の埼玉西武ライオンズ現監督である渡辺久信

氏が、台湾のプロ野球でプレーしていた際に、同じチ

ームでアスレチックトレーナーとして従事していた経

緯があり、現在も渡辺監督と個人的な交際があるとい

うお話もあった。 

 ご講演では、13 個の動作マーカーを下肢、上肢、

骨 盤 、 体 幹 、 頭 部 に 貼 付 し 、 片 足 で の 着 地

（Single-leg landing）の際の足関節の角度変化、角速

度変化等について詳細に検討したデータを示して頂

いた。グローバル COE 登録学生をはじめ、早稲田大

学スポーツ科学研究科の大学院生、ならびに早稲田

大学スポーツ科学学術院の教員も多数参加し、活発

な討論がなされた。 

 

 

写真．講演の様子 

 


